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① 校内研究会「思いを形にして生活を豊かに」（9月 11日）を位置づけとする連携 













  授業実践日：2020年 12月 16日（水）協議会：2021年 1月 23日（土） 
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① A 家族・家庭生活（橋本市立 恋野小学校） 
  題材名：恋野大好き！ぼく・わたしにできることを考えよう！～地いきの人々とのつながりを大 
      切に～ 








② B 衣食住の生活  
  題材名：ミシンでソーイング  
  検討会日時：11月 12日（木）、11月 30日（月） 場所：橋本市立高野口小学校 




ころである。3回目の指導案検討会を 2月 26日に予定している。 
③ C 消費生活・環境 
 題材名：生活を支えるお金と物 
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② B 衣食住の生活  
  題材名：ミシンでソーイング  
  検討会日時：11月 12日（木）、11月 30日（月） 場所：橋本市立高野口小学校 




ころである。3回目の指導案検討会を 2月 26日に予定している。 
③ C 消費生活・環境 
 題材名：生活を支えるお金と物 
 検討会日時：1月 19日（火） 場所：かつらぎ町立笠田小学校 
 近年の社会状況を踏まえ、より一層の指導の充実が望まれる題材である。提示された原案に基づ
いて、商品の選択のために消費者が必要とする情報に気付かせるための教材としてチラシが有効で
あるか、「チラシ」との表現が授業者の意図とは異なる受け止めをされないか、他に適切な表現は
ないか、身近な物の選び方の教材としてノートが最適かどうか、選択のための観点として何を設定
するのが適当かなど、おもに教材と本時の展開の妥当性について検討を重ねた。今年度中に研究授
業を実施し、その成果を踏まえてさらに改善に取り組む予定である。 
 
3.おわりに 
 今年度は新型コロナウイルスに関連した感染症対策として、日常の教育活動のみならず、研究大会
の中止や実施方法の変更など教員研修、授業研究の面でも大きな影響を受けた。このような状況にあ
っても研究会の場に呼んでいただき、共同研究としてともに家庭科の授業づくりと向き合う時間が持
てたことに感謝申し上げたい。家庭科は「児童生徒同士が近距離で活動する」学習形態が多く、まだ
しばらくは授業実践においてさまざまな制約が続くことが予想される。一方で、「新しい生活様式」
が求められる中にあっても、人が生活するその本質そのものは大きく変わるものではない。生活する
こと、それを学習の対象とする家庭科の本質を改めて考えながら、児童生徒の今、そして将来を見据
えた授業研究を継続させていきたい。 
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